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研究課題 
・日常の食習慣（栄養素・食品摂取量や食行動等）と健康との関連についての観察疫学研究 
・食品や栄養素の機能性評価のための介入研究 

キーワード 食生活学、疫学・予防医学、衛生学・公衆衛生学 
研究内容︓ 
・日常の食習慣（栄養素・食品摂取量や食行動等）と健康との関連についての観察疫学研究 

愛媛県東温市で愛媛大学医学部等と共同で進めている観察疫学研究「東温スタディ」（http://www.toon-

study.jp/）において、食習慣（栄養素・食品摂取量や食行動等）と健康（主に循環器疾患や糖尿病、認知機能等）との

関連についての疫学研究を進めており、これまでに、そしゃく能と肥満 1)や血清βカロテン濃度とインスリン抵抗性 2)と

の関連について報告している。また、その他国内のコホート研究において、食習慣と健康等の関連を分析する他、食

事調査に係る基礎的な研究にも参画している 3)。 

農学部の他の研究室とも共同で、食品成分表未掲載微量栄養素等、これまで検討されていなかった栄養素や食品

成分についても、日常生活の中でどのようにとられているのか、またその摂取が健康とどう結びついているかなどに

ついても研究を進めていきたい。 

・食品の機能性評価のための介入研究 

現在は官学連携の共同研究（例：高アミロース米の機能性評価 4)）について進めている他、機能性評価に係る介入

研究の統計解析や研究デザインへの参画等 5)、食品や栄養素の介入研究に携わっている。 

医学部等他学部とも連携し、多様な疾患と食品・栄養素の機能性との関連を明確にするための介入研究やそのた

めの基礎的な研究を進めている。 
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提供可能な資源・技術・その他 
・食品・栄養素の機能性評価に係る介入研究や観察疫学研究のデザインや統計処理について。 
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